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例会日：木曜日
　　　　午後12時30分開会
会　場：アドバンテスト
　　　　　　　行田クラブハウス

会長挨拶 黒渕陽夫 会長

　皆さん今晩は！
　ようやく幾らかしのぎやすい季節になってまいり
ました。
　今年は台風の当たり年のようで、全国各地で大き
な被害が続出しております。先日の１８号台風も、
大きな被害を各地で与えたようであります。被災さ
れました方々の、一日も早い回復をお祈り申し上げ
たいと思います。
　さて今日は、交換学生の田島早希さんの帰国報告
に続いて、牧川修一先生指揮の行田男声合唱団のみ
なさんにお願いして、素晴らしい歌声を披露して頂
くことになっております。
　先日あるテレビ局の放送の中で、英語教育に付い
て「英語を教えるのではなく、英語で教えるように
しなければ解るようにならない。」といっておりま
した。本日の男声合唱団の皆様の演奏に際して、会
員の皆様には「音楽を聞くと言うことよりも、音楽
により感動を、そして心の安らぎを感じて、感性を
研ぎ澄まして頂ければ」と思います。
　報告ですが、先週の土曜日に地区の国際奉仕セミ
ナーが東松山で開催され、武田会員と私で出席して
まいりました。ネパールの学校建設と里親制度に付
いての内容でありました。
　それでは、私のつまらない挨拶よりも、田島さん
の帰国報告と男声合唱団の皆さんの素晴らしい歌声
に時間を使いたいと思いますので、これで終わりに
します。

来訪者のご紹介

田島早希さんとお母さん

牧川修一さんと行田男声合唱団の皆さん

　　　　　　　　　　　　　私の留学先はアメリカ
　　　　　　　　　　　　合衆国カロライナ州のア
　　　　　　　　　　　　ンダーソンビル(アトラン
　　　　　　　　　　　　タの近郊)で、山間地帯で
　　　　　　　　　　　　交通手段は自家用車のみ
　　　　　　　　　　　　という誠に不便な場所で、
　　　　　　　　　　　　日本で心配している両親
　　　　　　　　　　　　にも手紙を出す事が困難
　　　　　　　　　　　　という状況の土地であり
　　　　　　　　　　　　ました。
　　　　　　　　　　　　３軒のホストファミリー
　　　　　　　　　　　　のお宅にお世話になりま
　　　　　　　　　　　　した。
　１件目のホストファミリー宅はスポーツ好きの家
庭で、フットボールの試合やバスケットボールの試
合を観戦に行くなどスポーツを通じて、多くの友人
と交流を得ることができました。
　２件目のホストファミリー宅は小学校の教員をな
されているお宅で、健康的な生活をなされており、
食事も健康的な献立を頂く事ができました。私より
も小さな子供がおり、兄弟の少ない私には良い体験
をさせて頂く事ができました。
　３件目のホストファミリー宅には私と同じ年齢の
子供がおり、友達の多い子で、その子を通じて多く
の友達と交流する事ができました。この家庭では馬
を飼育しており、馬の出産に立ち会う機会を得て感
動する事ができました。また、旅行にも連れて行っ
て頂き、多くの友達を知る事ができました。
　この留学を通じて英会話が上手にできなかった私
が、留学生同志との会話で少し英会話が上達したよ
うな気持ちがします。
　このような機会を与えてくださった皆様方、特に
ＲＣの皆様方の温かい御支援と御協力に対して厚く
御礼を申し上げます。
　ありがとうございました。

田島早希さん帰国報告



１．いざ起て戦人よ�（藤井泰一朗・作詞／グラナハム・作曲）

【　日本の四季・メドレー　】
１．　春よ来い　　　（相馬御風・作詞／弘田龍太郎・作曲／松浦真沙・編曲）
２．　早春賦　　　　（吉丸一昌・作詞／中田 章・作曲／松浦真沙・編曲）
３．　おぼろ月夜　　（高野辰之・作詞／岡野貞一・作曲／松浦真沙・編曲）
４．　せいくらべ　　（文部省唱歌／松浦真沙・編曲）
５．　我は海の子　　（文部省唱歌／松浦真沙・編曲）
６．　夏の思い出　　（江間章子　作詞・�中田喜直　作曲・� 松浦真沙　編曲）
７．　秋の月　　　　（滝 廉太郎・作詞／滝 廉太郎・作曲／松浦真沙・編曲）
８．　赤とんぼ　　　（三木露風・作詞／山田耕筰・作曲／松浦真沙・編曲）
９．　たき火　　　　（巽 聖歌・作詞／渡辺 茂・作曲／松浦真沙・編曲）
１０．ペチカ　　　　（北原白秋・作詞／山田耕筰・作曲／松浦真沙・編曲）
１１．雪の降るまちを（内村直也・作詞／中田喜直・作曲／松浦真沙・編曲）

【　愛唱歌　】
１．さらば青春　　　　（小椋 佳・作詞／小椋 佳・作曲／福永陽一郎・編曲）
２．涙君さよなら　　　（浜口庫之助・作詞／浜口庫之助・作曲／小池義郎・編曲）
３．ステン・カラージン（ロシア民謡／小野光子・訳詩）

卓　話 牧川修一先生指揮の行田男声合唱団のみなさん

紹介（持田朋春会員）
　本日の卓話をなされる牧川修一先生は、武蔵野音楽大学の御卒業で１９８０年から８１年までローマに
留学なされ、１９９３年度文化庁派遣芸術家在外研修員としてイタリアにて研鑽。
　１９７４年の二期会新人オペラハイライト公演で、「リゴレット」のマントヴァ公爵でデビュー。以後、
主に宗教曲のソリストとして活動。
　１９７５年、ＮＨＫ「天地創門」では芸術祭奨励賞を受賞。またオペラ活動は二期会に留まらず、国内の
オペラプロダクションには欠く事のできないテノールとなっている。
　２００１年１１月より、二期会創立５０周年公演「ホフマン物語」、２００２年２月「フィガロの結婚」
２００２年７月「マイスターズィンガー」等に出演。１９９３年より行田男声合唱団の指導にあたる。
　現在、二期会会員、二期会オペラスタジオ講師、桐棚学園大学声楽科講師をなされています。



謝辞（永島健雄会員）
　今夕は素晴らしい歌声を拝聴する事ができました。
ストレスを解消するのには音楽が最適であります。
楽しい夕べを過ごす事ができ、ありがとうございま
した。

※行田男声合唱団１６名の中に、黒渕会長と諸貫ガ
　バナー補佐の御二人がおられました。御二方とも
　合唱を楽しまれておられる様子が強く感じられ、
　御多用の中にあっての活動で時間の有る無しには
　関係なく、興味を持ち関心を持つ事の重大なる事
　を勉強させて頂きました。我が行田ＲＣの活動も
　左様なるべしと感じました。



☆黒渕会長　牧川先生、行田男声合唱団の皆様、

　　　　　　本日はよろしくお願いいたします。

　　　　　　田島早紀さん、本日は帰国報告有難

　　　　　　うございます。

☆島崎幹事　牧川先生、合唱団の皆さん、田島早

　　　　　　紀さん、そしてお母さん、ようこそ

　　　　　　おいで下さいました。

☆小池英輔会員　行田男声合唱団を歓迎します。

☆渡辺会員　合唱団の皆様、本日は大勢の皆様に

　　　　　　おいで頂き有難うございました。

☆石塚会員　欠席が続き申し訳ありません。

☆永島会員　牧川先生と行田男声合唱団の皆様、

　　　　　　行田市の音楽文化、向上を期待しま

　　　　　　す。

☆小川会員　クラブバッチを着けて来ませんでし

　　　　　　た。

☆小山会員　行田男声合唱団の皆様ようこそおい

　　　　　　でくださいました、心から歓迎申し

　　　　　　上げます。

☆内山会員　本日は食事の席で、渡辺会員より足

　　　　　　裏マッサージ機による、健康管理方

　　　　　　法の話を聞きました。とても参考に

　　　　　　なりました有難うございます。

☆斉藤会員　四人目の孫が生まれました。全て女

　　　　　　の子です。お蔭様で母子共に健康で

　　　　　　す。

☆小林会員　田島早紀さん一年間ご苦労様でした。

☆坂本会員　田島早紀さん帰国報告ご苦労様です。

☆福島会員　田島早紀さん帰国報告ご苦労様です。

　　　　　　また牧川先生をはじめ合唱団の皆さ

　　　　　　ん、有難う御座います。

☆大野会員　田島早紀さんご苦労様です。

　　　　　　牧川先生ご苦労様です。

☆田山会員　事務局、吉田さんよろしくお願いい

　　　　　　たします。頑張ってください。

☆牧川先生ご苦労様です。

　佐藤会員、武笠会員、清水泰治会員、稲垣会員

　冨田会員、鈴木委員、武田会員、持田会員

　清水治雄、古沢勇治会員、岡田委員、小椋委員

　中島会員、廣川委員、岡田会員

ニ コ ニ コ 報 告

合計￥３５０００

　本日開かれた理事会において、２つの議案が審議
されました。

①日台ロータリー青年研修会への青年子女派遣と費
　用負担の件
　　研修員として２名の派遣を目標とすることと、
　　往復の交通費２名分約１５万円を、クラブで負
　　担することが承認されました。
②２００４年ＲＩ規定審議会決議に対する反対表明
　の件
　　ＲＩの人頭分担金を増額するという制定案に、
　　クラブとして反対票を投ずることが出席理事全
　　員の賛成で承認されました。

正会員数　　　７３名
本日の出席者　４０名

メークアップ　　　　２名
出席率　　　５３．４２％

出席報告

幹事報告 島崎政敏 幹事

例会風景


